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7 月の西岡公園見どころは !?
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　夏の西岡公園といえば、「ホタル」が最大の魅力ではないでしょうか？西岡公園で観察できるホ
タルはヘイケボタルで、7月中旬から下旬にピークを迎え毎年幻想的な夜を楽しませてくれます。
　7月はトンボの種類も多く、八ッ橋周辺ではコオニヤンマなどの大型種を目撃する機会が増えま
す。他にも夕方に飛ぶコシボソヤンマや小さなエゾイトトンボ、7月中旬にはアキアカネやノシメ
トンボも姿を現すでしょう。木道ではクサレダマやドクゼリ、オニシモツケなど大型の植物が花を
咲かせます。短い北海道の夏を満喫するかのように、植物や生き物たちの生命力溢れる姿を、ぜひ
西岡公園でご覧になってください。皆さまのご来園お待ちしております。
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【西岡公園で 7月に見られる野鳥たち】
（日本野鳥の会　2016.7.3　札幌支部 HPより）
・オシドリ　　　　・チゴハヤブサ　　　・センダイムシクイ
・マガモ　　　　　・ハシボソガラス　　・メジロ
・カイツブリ　　　・ハシブトガラス　　・ゴジュウカラ
・キジバト　　　　・ハシブトガラ　　　・クロツグミ
・アオバト　　　　・ヤマガラ　　　　　・キビタキ
・ハリオアマツバメ・ヒガラ　　　　　　・オオルリ
・トビ　　　　　　・シジュウカラ　　　・スズメ
・カワセミ　　　　・ヒヨドリ　　　　　・ハクセキレイ
・コゲラ　　　　　・ウグイス　　　　　・カワラヒワ
・アカゲラ　　　　・ヤブサメ　　　　　・アオジ

【ツチガエル】
5～ 8月に繁殖期を迎え
背中がボコボコしている

のが特徴。

【オオウバユリ】
秋になると１つの実から

600 個弱もの種を飛ばします。

【ハリオアマツバメ】
低空飛行時の最高時速は 300kmを超えると

言われ、水源池では水面をすれすれに飛びながら
口を開けて水を飲む姿が見られます。

ハリオアマツバメの
水飲み行動が
見られます！

全長 21cm、翼開長約 50cm
ツバメ類よりさらに長い鎌の形を

した翼を持っている。

オオウバユリの
群生ポイント

↑木道からハッカや
オオマルバノホロシを

観察できます。
林床ではまるで

アスパラガスのような
姿をして、葉がなく
花茎だけ真っ直ぐに
付き出しています。

【オニノヤガラ】（鬼の矢柄）

ランの仲間とは思えない
出で立ちですが、鬼が放った
矢が地面に突き刺したような

形をしていることから、
その名が付いたそうです。

【オオマルバノホロシ】
ナス科の花なので、ナスの花に

とても似ています。
実は少し先の尖った楕円形で

色は緑→黄色→赤と変わりますが、
有毒なのでご注意ください。

【ハッカ】
見晴台から中央に伸びる木道では、

風に乗って爽やかなハッカの匂いを感じます。

駐車場から
歩いて 2～ 3分の
八ツ橋周辺で
観察出来ます。

ピンク色の
小さな花が、
葉の付け根の
辺りから輪状
に出ています。
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　　　ギュー

【ホタル観賞のルール】
・柵を乗り越えたり、園路から外れない
・木道は真っ暗なので、なるべく行かない
・ホタルを捕まえない
・観察ポイントに着いたら、明かりを消す

【ヘイケボタル】
7月上旬～ 8月上旬に出現
ピークは 7月中旬から下旬。

日没～ 21時頃まで見られます。


